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令 和 ３ 年 度 事 業 報 告 書 
(令和３年４月１日から令和４年３月 31日まで) 

公益社団法人 とやま被害者支援センター 

1 相談事業   

業 務 項 目 実   施   結   果 

⑴ 電話相談 ア 専用電話（076-413-7830）を設け、犯罪被害相談員等が被害者等か

らの相談に応じた。[月～金曜日、10:00～16:00(祝日・年末年始を除く)] 

(ｱ) 受理件数（電子メール・手紙を含む） 

 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 増減（率） 

総 件 数 313 208 201 －7(-3.4％) 

 一  般 112 76 71 －5(-6.6％) 

 直接支援関係者等 201 132 130 －2(-1.5％) 

 (ｲ) 犯罪別内訳 

   Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 増 減 

殺人(傷害致死) 40 50 53 ＋３ 

強盗(致死傷) 1 17 0 －17 

性犯罪 89 59 46 －13 

暴行･傷害 9 4 5 ＋１ 

交通事故 94 11 43 ＋32 

その他 80 67 54 －13 

(ｳ) 対応(相談結果) 

  Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 増 減 

相談助言 283 203 176 －27 

他機関紹介･引継等 30 5 25 ＋25 

イ 当センターの受付時間以外の電話相談には、「全国共通ナビダイヤル

(0570-783-554)」で対応した。[7:30～22:00(年末年始を除く)] 

  Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 増 減 

本県関係 ２ １ ２ ＋１ 
 

⑵ 面接相談 電話相談結果等から面接相談が必要と認められた被害者、直接当セン

ターを訪れた被害者等に対する面接相談を実施した。 

  Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 増 減 

総 件 数 14 12 40 ＋28 

 相談助言 13 8       24 ＋16 

 他機関紹介等 1 0        1 －２ 

 法律相談 0 2 13 ＋11 

 カウンセリング 0 2 2 ±０ 
 

⑶ 専門相談 ア 無料法律相談 

県弁護士会｢犯罪被害者支援委員会｣の協力を得て実施した。 

[原則、毎月最終水曜日、事前予約制] 

   Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 増 減 

実施件数 ２ ２ ４ ＋２ 

イ 心理相談(カウンセリング) 

県公認心理師協会の支援を得て実施した。 

   Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 増 減 

実施件数 ０ ２ ２ ±０ 
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２ 直接的支援事業 

業 務 項 目 実   施   結   果 

⑴ 危機介入 

(犯罪等の発生直

後の初期段階に

おける支援措置) 

 県公安委員会から「犯罪被害者等早期援助団体」の指定を受けているこ

とから、県警察から被害者等の承諾のもとに情報提供を受け、被害者等の

要望に基づき付添い等の直接的支援を行った。 

 警察からの情報提供件数は、次のとおり。 

    Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 増 減 

実施件数 ６ ５ ６ ＋１ 
 

 ⑵ 生活支援 
 犯罪被害者に対する防犯ブザーの供与はあったが、家事等の日常生活の

支援はなかった。 

 ⑶  同行 (付添

い)支援 

ア 被害者等の要望に基づき、公判等に伴う裁判所、弁護士事務所等への

付添い支援を次のとおり実施した。 

    Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 増減（率） 

総 件 数 42 54 35 －19(-35.2%) 

 警察関連     0 0   0 ±０ 

 裁判所関連 22 36 15 －21 

 検察庁関連 6 3   3 ±０ 

 弁護士関連 7 6 14 ＋８ 

 行政窓口 3 0   0 ±０ 

 病院 0 0   0 ±０ 

 自宅訪問 4 6   0 －６ 

 その他 0 3   3 ±０ 

イ 犯罪別内訳 

    Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 増 減 

殺人(傷害致死) 10 26 11 －15 

強盗(致死傷) 0 13 0 －13 

性犯罪 26 13 9     －４ 

暴行･傷害 0 0 0 ±０ 

交通事故 5 0 15 ＋15 

その他 1 2 0 －２ 
 

３ 犯罪被害者等給付金裁定申請手続き補助事業 

 

業 務 項 目 実   施   結   果 

申請手続き補助 犯罪被害者等給付金の支給申請に係る対応はなかった。 

４ 被害者等の自助グループ支援事業 

 

業 務 項 目 実   施   結   果 

例会の運営  被害からの精神的回復を目的とした自助グループの例会運営について、

事務局員及び支援活動ボランティアが活動をサポートした。 

   Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 増 減 

実  施  回  数 ８ ６ ８ ＋２ 

参加者数(延べ) 25 18 25 ＋７ 

（例会の開催～5月、6月、7月、9月、10月、12月、1月、2月） 
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５ 関係機関・団体等との連携による援助事業 

 

業 務 項 目 実   施   結   果 

 ⑴ 各種行政機

関との連携 

ア 富山県 

  県(生活環境文化部県民生活課)と共同で県内 15 市町村を巡回しての

「犯罪被害者等支援啓発パネル展」を開催したほか、犯罪被害者週間に

おける街頭キャンペーンの実施や講演会の開催等において相互に協力

した。 

イ 県警察 

  情報提供に係る被害者等の支援、広報･啓発活動、｢命の大切さを学ぶ

教室｣の共催、ボランティア養成講座への講師派遣、賛助会員の維持･拡

大等において連携を図った。 

ウ 市町村 

  「犯罪被害者等支援啓発パネル展」の開催に当たり、各市町村の窓口

担当者の協力を得た。 

エ その他 

  被害者等の公判における付添い支援等に伴い、検察庁及び裁判所担当

者との緊密な連携に努めた。 

 ⑵ 関係機関・団

体との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 犯罪被害者等支援協議会への参加 

  富山県犯罪被害者等支援条例に基づく「犯罪被害者等支援協議会」が

５月 26日、県民会館において開催され、構成機関等に対し「市町村巡回

パネル展」の開催、犯罪被害者週間における「講演会」の開催等につい

て協力を要請した。 

イ 関係機関情報交換会への参加 

  検察庁が世話人となり、被害者支援等関係機関に呼掛け定期開催して

いる「情報交換会」に参加し、被害者支援活動上の課題等の共有・解決

を行った。（5/11，7/13，11/9，2/8） 

ウ 再犯防止施策推進協議会への参加 

  令和４年３月 24日、オンラインで開催され、犯罪被害者等の置かれて

いる現状等について理解を求めた。 
 

 ⑶ 全国被害者

支援ネットワ

ークへの参加 

ア 令和３年度定時社員総会への参加 

  ６月 15日、オンラインで開催され、役員の選任、令和２年度事業報

告等の議案を審議した。 

イ 令和３年度全国事務局長等会議への参加 

  ８月 24日、オンラインで開催され、ネットワークの業務運営、第４

次犯罪被害者等基本計画、支援条例の制定、自助グループの運営等に

ついて情報共有を行った。 

ウ 東海・北陸ブロック事務局長会議（中止） 

  当センターが担当し、東海・北陸ブロック(北陸３県、東海４県)｢質

の向上研修｣に合わせ、８月 19日に開催する予定であったが、新型コ

ロナウイルスの感染拡大に伴い書面会議となった。 
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６ 被害者等の実態に関する調査及び研究事業 
 

業 務 項 目 実   施   結   果 

 ⑴ 支援ニーズ

等の把握 

 付添い等の直接的支援を介し、被害者等の気持の変化、体調等の現状、

支援上の問題点等の把握に努めた。 

 ⑵ 各種情報の

収集 

 全国規模の会議・研修に努めて参加するとともに、他県センターへの問

合せ等を行うなど、各種情報の収集に努めた。 

７ 支援活動員の養成及び研修事業 

 

業 務 項 目 実   施   結   果 

 ⑴ 人的基盤の

充実強化 

ア 犯罪被害相談員等の育成 

  ボランティア支援活動員及び犯罪被害相談員のスキルアップのため、

次項（⑵研修会等の開催）の研修会を開催した。 

イ ボランティア支援活動員の意欲向上 

研修の受講、裁判傍聴等を積極的に働きかけた。 

ウ 新規ボランティアの採用 

(ｱ) ４月から８月の間、新規ボランティアの募集を新聞、テレビ等を介し

行ったところ、７名（男性２名・女性５名）の応募があった。 

(ｲ) 応募者全員が９月開催のボランティア養成講座（４日間・14時間）

を修了したので、新規採用した。 

   Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 増 減 

採 用 者 数 １ ３ ７ ＋４ 
 

⑵ 研修会等の

開催 

ア 県内独自開催 

(ｱ) 取り扱った相談や支援活動事例等に基づき対処法等を検討する｢事

例検討会」、ロールプレイ等による実践的指導を中心とした｢継続研

修」等を定期的に開催し、犯罪被害相談員等のスキルアップを図った。 

    Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 増 減 

事例検討会 10 (47) ５ (27) ２ (13) －3 (-14) 

継 続 研 修 ６ (51) ３ (22) ３ (27) ±0 ( +5) 

その他研修等 ５ (32) ６ (87) ５ (49) －1 (-38) 

 ※（ ）は受講者の延べ人数。 

(ｲ) 講師、アドバイザー等は、当センター関係者（大久保理事、髙坂理事、

嶋野理事、ほんだｸﾘﾆｯｸ等）のほか、県、県警察、検察庁、(公社)被害

者支援都民センター等に依頼した。 

イ 東海･北陸ブロック｢質の向上研修｣の開催 

(ｱ) (公社)全国被害者支援ネットワーク(以下「全国ネットワーク」とい

う。)の東海・北陸ブロック｢質の向上研修｣の開催を前年度に引き続き

当センターが担当し、上半期研修(8月19日・20日)は新型コロナウイル

スの感染拡大に伴い中止となったが、下半期研修(令和4年3月19日・20

日)はオンラインで開催した。 

(ｲ) 当センターからは、事務局職員2名、ボランティア4名(延べ13名)が参

加・受講した。 
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 ⑶ 研修会等へ

の参加 

ア 全国ネットワーク主催の研修 

(ｱ) 新任事務局長研修（８月 23日） 

  事務局長がオンラインで受講した。 

(ｲ) 令和３年度 秋期全国研修会（10月９日・10月 10日） 

  事務局職員３名、ボランティア３名がオンラインで受講した。 

イ 自助グループ運営・連絡会議（９月 29日） 

事務局職員２名がオンラインで参加し、ファシリテーター（進行役）

としてのミーティングの進め方などの研修を受けた。 

ウ その他の研修 

  ７月 16 日(金)、富山県犯罪被害者等支援協議会が明石市職員を講師

として招聘し開催した「犯罪被害者等支援研修会」に事務局長が参加し、

被害者支援における地方自治体の責務等について研修を受けた。 

８ 広報及び啓発事業 
 

業 務 項 目 実   施   結   果 

⑴ 「犯罪被害者

週間」行事 

 

 

ア ｢講演会＆コンサート｣の開催 

開 催 日 時 11月 26日(金) 午後１時 30分～同 3時 30分 

開 催 場 所 富山市牛島新町 「タワー111」スカイホール 

参 加 者 約100名(警察･県･市町村関係者、賛助会員、一般参加者等) 

講 演 

( 講 師 ) 

「被害者遺族の視点から 今後の支援に期待すること」 

～自治体と連携した被害者支援の方向性について～ 

(東京都被害者等支援専門員 辻内衣子氏) 

コンサート バイオリン演奏・別本裕子氏／ピアノ演奏・中野悠里氏 

後 援 
富山県・富山市・富山県警察・富山県犯罪被害者等支援協

議会・富山県交通安全協会・富山県防犯協会 
 

 
イ 街頭広報活動の実施 

(ｱ) 事前広報 

  県警察本部、地元警察署等と協力し、次の場所においてチラシ配布を

実施した。 

・11/10(水) アピタ富山店（富山市上袋）   

・11/11(木) 警察音楽隊コンサート会場（富山市「グランドプラザ」） 

・11/14(日) グラウジーズ試合会場（富山市「総合体育館」） 

・11/24(水) あいの風「高岡駅」南北通路 

(ｲ) 週間初日の街頭キャンペーン 

11月 25日(木)、県警察、県犯罪被害者等支援協議会等と共同で富山

地方鉄道「電鉄富山駅」において、街頭キャンペーンを実施。通勤・通

学客にチラシ等を配布し被害者支援を呼び掛けた。 

(ｳ) 街頭広告の掲出 

11月 22日から 12月 5日までの間、エムシードゥコー㈱が運営する

街頭広告パネルを利用し、富山駅前(「ホテルα1」前歩道上)に啓発用

広告を掲出した。 

ウ 自治体広報誌への広告掲載 

 (ｱ) 県内９市町の広報誌（11月号又は 12月号）に広告を掲載した。 

(ｲ) 北日本新聞が発行する情報誌（｢まんまる｣11月号）に広告を掲載し、

｢犯罪被害者週間｣を広報した。 
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⑵ 「命の大切さ

を学ぶ教室」

等の開催 

  

ア ｢命の大切さを学ぶ教室｣の共催 

  県警察と共同で次のとおり開催した。 

     Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 増 減 

高校(受講者数) ７(1,640名) ２（366名） ４ (668名) ＋2(+302) 

大学(受講者数) １  (120名) １（130名） １（120名) ±0(-10) 

その他(受講者数) ３   (23名) ３ （18名） ０ －3(-18) 

・高岡工芸高校(7/6) 269名   ・南砺福光高校(7/13)  99名 

・志貴野高校(11/12)  60名  ・富山国際大学(1/21) 120名 

・富山国際大附属高校(2/15) 240名 

イ ｢大切な命を守る｣作文コンクールへの協力 

  ｢命の大切さを学ぶ教室｣の受講者（県立高岡工芸高校３年生の髙田 

愛さん）が全国中学･高校生作文コンクールにおいて警察庁長官賞を受

賞。当センターから記念品等を贈呈した。 

⑶ 広報誌等に

よる情報発信 

ア 機関誌「センターだより」の発行 

  年３回（６月[36号]、11月[37号]、３月[38号]…計 9,500部) 発行

し、当センターの活動状況等を広報した。 

イ 自治体広報誌への情報掲載 

  上記、「犯罪被害者週間」に伴う広告掲載（8⑴ウ）の他、毎月、富山

市と射水市の広報誌において事件･事故に伴う被害相談を呼び掛けた。 

ウ パンフレット等の配布 

  地元警察署、地元防犯協会等と協力し、次の施設において買物客等に

当センターのパンフレット、チラシ等を配布した。 

・10/11(月) ファボーレ（富山市婦中町） 

・10/20(水) アリス ショッピングセンター（富山市五福） 

 ⑷ パネル展の

開催 

 

 

ア 市町村巡回パネル展の開催 

県(生活環境文化部県民生活課)と合同で県内 15 市町村を巡回しての

「犯罪被害者等支援啓発パネル展」を次のとおり開催した。 

朝 日 町 7/5～ 7/9 南 砺 市 8/2～8/6 富 山 市 8/23～8/27 

魚 津 市 9/6～ 9/10 射 水 市 9/21～9/24 入 善 町 9/27～10/3 

滑 川 市 10/4～10/8 立 山 町 10/25～10/29 小矢部市 11/1～11/5 

黒 部 市 11/15～11/19 氷 見 市 11/22～11/29 砺 波 市 12/6～12/10 

高 岡 市 12/13～12/17 上 市 町 12/17～12/24 舟 橋 村 1/17～1/21 

イ 商業施設等での開催 

(ｱ) アピタ富山店 (11/8～12)  

(ｲ) ㈻富山県自動車学園 

  ・入善自動車学校(7/9～7/16) ・富山自動車学校(7/16～7/30) 

  ・高岡自動車学校(8/6～8/17)  ・滑川自動車学校(10/8～10/22)  

ウ 警察施設におけるパネル展示（常設） 

  警察本部が被害者支援の広報啓発のため運転免許センター（３階の講

習室）に常設したパネル展示場所に当センターのパネルも展示し、運転

免許更新に訪れる運転者等に被害者支援の周知を図った。 

⑸ その他 ア 関係機関・団体主催行事等を利用した広報 

イ 保護司会の研修会で講演 

ウ マスコミによる広報・報道 
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９ その他（センターの目的達成上）必要な事業  

業 務 項 目 実   施   結   果 

 ⑴ 財政基盤の

確立 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ キャンペーン 

3月～翌年2月 

 

ア 会費収入 

○ 賛助会員数 

    Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 増減（率） 

団体(企業・法人) 212 209 209 ±0(±0%) 

個人 2,450 2,472 2,446 －26(-1.1%) 

 (警察職員) (2,239) (2,276) (2,253） －23(-1.0%) 

合    計 2,662 2,681 2,655  －26(-0.97%) 

○ 賛助会費                       （円） 

    Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 増 減（率） 

団体(企業・法人) 2,630,000 2,655,000 2,625,000 －30,000(-1.1%) 

個人 5,068,000 5,111,000 5,142,000 ＋31,000(+0.6%) 

 (警察職員) (4,478,000) (4,552,000) (4,506,000) (-46,000/-1.0%) 

合    計 7,698,000 7,766,000 7,767,000 ＋1,000(-0.01%) 

イ 寄付等収入 

(ｱ) 「被害者支援募金箱」による募金 

     Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 増 減 

設 置 数 68 68 64 －４ 

募 金 額 119,818円 113,601円 163,216円 ＋49,615円 

(ｲ) 支援(寄付)型自販機による寄付 

     Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 増 減 

設 置 数 52 67 73 ＋６ 

寄 付 金 額 530,673円 600,963円 663,500円 ＋62,537円 

(ｳ) 「ホンデリング」による寄付 

マスコミによる広報、警察相談課の協力(警察本部庁舎に不要本等の

「回収箱」を設置)、パネル展会場における呼掛け、各種会議等におけ

る協力要請等を行った。 

        Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 増 減 

寄 贈 数 850 1,412 1,300 －112 

寄 付 金 額 15,980円 26,938円 25,967円 －971円 

(ｴ) 「幸せの黄色いレシートキャンペーン」による寄贈 

   同キャンペーンにより、イオンモール高岡から次の金額相当の物品

(文具等)の寄贈を受けた。 

     Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 増 減 

寄 贈 額 7,500円 2,400円 3,900円 ＋1,500円 

(ｵ) その他寄付 

     Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 増 減 

寄 付 金 額 159,476円 639,298円 30,300円 －608,998円 
 

⑵ 特定資産の積

立て 

ア 周年記念事業経費の確保 

イ 設備修繕経費の確保 
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 ⑶ 理事会及び

総会の開催 

ア 第１回理事会（５月19日(水)） 

  ・ 令和２年度事業報告(案)及び収支決算(案) 

 ・ 任期満了に伴う役員改選(案)及び理事候補者(案) 

 ・ 名誉会員の推薦 

 ・ 令和３年度通常総会の招集及び第２回理事会の招集(案) 

 ・ 資産運用管理規程の一部改正(案) 

 ・ 特定資産運用管理計画の一部変更(案) 

 <報告> 

 ・ 代表理事及び業務執行理事の職務の執行状況 

イ 通常総会（６月９日(水)） 

 ・ 令和２年度事業報告 

 ・ 令和２年度収支決算(案) 

 ・ 任期満了に伴う役員改選(案)及び新理事の選任(案) 

 ・ 令和３年度事業計画及び収支予算 

 ・ 名誉会員の承認 

ウ 第２回理事会（６月９日(水)） 

 ・ 代表理事及び業務執行理事の選定 

 ・ 顧問の推薦 

エ 第３回理事会（令和４年３月９日(水)） 

 ・ 令和４年度事業計画(案)及び収支予算(案)等 

 ・ 事務局職員の任免 

 <報告> 

 ・ 理事の辞任 

 ・ 代表理事及び業務執行理事の職務の執行状況 

 

 


